
第２章 超高速無線のニーズ 

 

 本章では、今後更なる高速無線技術を必要とする分野として、アクセス・ホームネット

ワーク、放送素材伝送分野、高精細映像分野を取上げ、それぞれの分野の第一人者からご

講演をいただきヒアリングを実施するとともに、どのような場面で超高速無線が必要とさ

れるか、そのニーズを取りまとめた。 

 

２－１ 分野別の動向 

（１） アクセス･ホームネットワーク 

 

講演概要 

○今後、アクセスシステム（ビジネス、家庭）の高速化の要求は飛躍的に高まる。 

○特にテラヘルツに代表される超高速無線技術を活用したアクセス回線はセキュリティ確

保などを前提に利用が拡大していく。 

○この超高速通信の世界が進展すれば、圧縮技術などに頼ってデータ伝送を行う必要が無

くなる。生のままのデータ伝送、すなわち伝送遅延を意識しない大容量データ伝送が可

能となる。結果として、距離・時間差を意識しないような空間共有が可能となる（リア

ル空間共有）。また、ストレージ集約効果などにより、設備利用効率向上、消費電力削

減などが行われる空間共有が可能となる（データ空間共有）。 

○このための実現課題としては、有線系（光ファイバ）の更なる高速・広帯域化と低遅延

化と、有線・無線のシームレス化がポイントである。今後、有線／無線方式、アクセス

系／コア系の連携を含めた新たな適応型ネットワークアーキテクチャーの構築を行って

いく。 

 

質疑応答 

○光電子集積回路（OEIC）技術についてもう少し説明をお願いしたい。 

→光と電気をワンチップの ICにするには、①PLC（石英導波路）ベース、②化合物ベー

ス、③シリコンベース（シリコンフォトニクス）の三つの方式がある。光と電気を一

体化してある基盤に実装することはできるが、電気は安く、光は高い。コストの違い

はプロセスにある。光でも低コストでできないかという発想で、CMOSの中に PD（半導

体）レーザを利用。 

○低遅延について、もう少し説明をお願いしたい。 

→ネットワークの遅延は伝送路。現状、伝送路の遅延は 30ms程度。携帯電話の音声は

150msの遅延も許容されるが、ゲーム業界では５ms程度を求められている。しかし、

途中で信号処理をすると５msというのは無理がある。 

（テーマ） 超高速・広帯域アクセス方式の展望 

（講 師） 日本電信電話株式会社 アクセスサービス研究所 

 光アクセスシステムプロジェクト 

    次世代アクセス方式グループ   木村秀明 グループリーダ 
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圧縮等のコーデックに関わる遅延がなくなり、100Gbps級のネットワークが実現できれ

ば、新たな世界と課題が生まれる。 

○今後、利用可能な光帯域が足りなくなるのか。  

→今のまま広帯域化が進むと、光帯域は足りなくなる。光ファイバの場合、帯域が数 THz

あっても実際には半分も使えない。しかし、特に符号分割多重化（ＣＤＭ）技術であ

れば、数 THz の帯域もほぼそのまま使える。 

○無線は面倒な配線から開放される等メリットがある一方で、盗聴や暗号解読による情報

漏えいの危険性や、屋外では雪や風の影響を受け安定した通信ができにくい等の問題点

も指摘されているのはご存知のところ。「ユーザーインタフェースはオール無線化」は、

少し書き過ぎのような気がする。もちろん無線には無線ならではのメリットがあるため、

利用用途によってはこれからも大きく拡大していくと思う。 

→利用者は無線があれば有線は使わない。例えば携帯電話があれば固定電話使わない。

ヨーロッパにあるＦＭＣ（有線通信・移動体通信を組み合わせた電気通信サービス）

の拡大版サービス（ＦＭＳ）は家の中及びその周辺で携帯電話を使っても使用料は有

線と同じ料金。ただし、無線はセキュリティ面では弱く、セキュリティを担保した上

でないと使えない。サービス内容によって、テラヘルツ波なのかコグニティブ無線な

のかフレキシブルにいろんな動きに対応できればよい。ソフトウェア無線が消えてい

った経験を踏まえて、利用者の無線ニーズをとらえた研究開発を進めたい。 

5



N
TT

 A
cc

es
s N

et
w

or
k 

Se
rv

ic
e 

Sy
st

em
s L

ab
or

at
or

ie
s

0
N

TT
 A

cc
es

s N
et

w
or

k 
Se

rv
ic

e 
Sy

st
em

s L
ab

or
at

or
ie

s
1

N
TT

 A
cc

es
s N

et
w

or
k 

Se
rv

ic
e 

Sy
st

em
s L

ab
or

at
or

ie
s

2
N

TT
 A

cc
es

s N
et

w
or

k 
Se

rv
ic

e 
Sy

st
em

s L
ab

or
at

or
ie

s
3

6



N
TT

 A
cc

es
s N

et
w

or
k 

Se
rv

ic
e 

Sy
st

em
s L

ab
or

at
or

ie
s

4
N

TT
 A

cc
es

s N
et

w
or

k 
Se

rv
ic

e 
Sy

st
em

s L
ab

or
at

or
ie

s
5

N
TT

 A
cc

es
s N

et
w

or
k 

Se
rv

ic
e 

Sy
st

em
s L

ab
or

at
or

ie
s

6

��

*

N
TT

 A
cc

es
s N

et
w

or
k 

Se
rv

ic
e 

Sy
st

em
s L

ab
or

at
or

ie
s

7

7



N
TT

 A
cc

es
s N

et
w

or
k 

Se
rv

ic
e 

Sy
st

em
s L

ab
or

at
or

ie
s

8
N

TT
 A

cc
es

s N
et

w
or

k 
Se

rv
ic

e 
Sy

st
em

s L
ab

or
at

or
ie

s
9

N
TT

 A
cc

es
s N

et
w

or
k 

Se
rv

ic
e 

Sy
st

em
s L

ab
or

at
or

ie
s

10
W

D
M

N
TT

 A
cc

es
s N

et
w

or
k 

Se
rv

ic
e 

Sy
st

em
s L

ab
or

at
or

ie
s

11

8



N
TT

 A
cc

es
s N

et
w

or
k 

Se
rv

ic
e 

Sy
st

em
s L

ab
or

at
or

ie
s

12
N

TT
 A

cc
es

s N
et

w
or

k 
Se

rv
ic

e 
Sy

st
em

s L
ab

or
at

or
ie

s
13

R
es

ol
ut

io
n 

: 0
.0

1n
m

15
45

15
50

15
55

15
60

-8
0

-6
0

-4
0

-2
00

W
ev

el
en

gt
h

[n
m

]

OpticalPower[dBm]

12
8 

ch
an

ne
ls

0
5

10
15

RelativeElectricalPower
[5dB/div]

Fr
eq

ue
nc

y
[G

Hz
]

N
TT

 A
cc

es
s N

et
w

or
k 

Se
rv

ic
e 

Sy
st

em
s L

ab
or

at
or

ie
s

14
N

TT
 A

cc
es

s N
et

w
or

k 
Se

rv
ic

e 
Sy

st
em

s L
ab

or
at

or
ie

s
15

9



（２）放送分野 

 

講演概要 

○現状の伝送の説明。高精細度（ＨＤ）伝送は主に、有線同軸、光回線、固定点間無線、

及び移動体無線の方法がある。 

○現状の無線伝送では、伝送容量が最大60MbpsのためＨＤ伝送には圧縮が必要で、圧縮に

伴う遅延や画質の劣化が問題である。 

○テラヘルツ波には、遅延の問題、画質の問題を解決できるものになる可能性がある。 

○さらに、従来より装置の小型化、省電力化が可能なため、カメラに搭載するなどが考え

られる。 

○テラヘルツの特徴を踏まえ、在阪テレビ局を中心にアンケートを実施した結果の報告 

・ＨＤ伝送の非圧縮低遅延伝送、多チャンネル伝送、２Ｋ、４Ｋ、３Ｄなど将来のＨＤ

伝送への発展性や、ファイル転送時間の短縮が期待される。 

・距離が１０ｋｍ程度という制限を超えるものであって欲しい。長距離伝送であれば、

２０ｋｍ～３０ｋｍ程度の伝送距離が欲しい。 

・野球中継、ゴルフ中継、競馬中継、マラソン中継などスポーツ番組、またはスタジオ

内での回り込み撮影などの音楽番組や、報道緊急中継においてワイヤレスカメラとし

て利用したい。 

・映像、音声伝送のみでなく、制御信号の同時伝送、双方向伝送を行いたい。 

・高画質化だけでなく、スーパースローカメラのようなコマ数の多い映像のワイヤレス

化に使える。 

・受信システムも可能な限り安価でシンプル、広範囲可能なものに期待。現状よりコス

ト増に繋がるものは不可。 

・報道取材では、一時期に伝送が集中する。ファイル伝送を高速化できる可能性があり、

転送時間の短縮が見込まれる。 

・無線ということで、傍受・混信などクリアすべき課題も多く、有線に勝るかどうかが

カギ 

【アンケートまとめ】 

・現行ＨＤを超えるフォーマットに対して有効 

・テラヘルツ波の弱点（伝送距離が短い、降雨に弱い、送受の芯が取れないと不安定）

の克服が必須 

・現状のマイクロ波と同様、各放送局に固有の周波数が割り当てられることを期待 

 

 

質疑応答 

○制御信号とは、具体的にどのようなものがあるか。 

（テーマ）番組制作現場における無線のニーズ 

（講 師） 関西テレビ 制作技術局制作技術部  松岡 泰助 主事 
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→インカム、タリー信号、カメラの色バランス等や、絞りコントロールの信号など。 

○移動体無線では、様々なケースでリンクが落ちてはいけないと考えられるが、バックア

ップはどのようにしているか。 

→受信基地を増やす方法を採っている。 

○テラヘルツを利用する場合、たくさんの中継点が必要となるが、コスト面ではどうか。 

→デジタルになって受信点が少なくなりコストが削減された。一旦コストを下げると今

更コストを上げることは難しい。テラヘルツを利用すると上で費用対効果の問題が伴

う。 

○番組・イベントとリンクした情報などを瞬時に伝送するとスポンサーがつくのではない

か。映像に関する情報データを送るサービスは考えているか。 

→データ放送やネットなどを使って、それに近いことを試みている。 

○制御信号は、今どのように送っているか。 

→アナログの音声チャンネルやブランキング期間に乗せて送ることもできる。テラヘル

ツを利用すると、双方向伝送、低遅延化、送信機の小型化により、１人のカメラマン

で撮影・送信できるようになる。 

○移動体無線伝送について、電波の特性上、限界があるのか。出力を上げればよいという

問題ではないのか。それに対応するデバイスが開発されていないのか。 

→300GHz以上の周波数帯では技術的なポテンシャルは低い。テラヘルツ波としては、光

ファイバと組み合せて、ラスト１マイルをカバーするとか、パーソナルユーズが現実

的ではないか。 
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（３）高精細映像分野 

 

講演概要 

○今後伝送情報量の増加が予測される高精細映像技術として、スーパーハイビジョン（SHV）

及び立体テレビ技術を中心に、技術トレンド、利用シーン、ユーザメリットを紹介、ま

たそのために必要となる伝送容量、無線技術への期待について言及。 

【ＳＨＶ】 

・テレビの画面サイズは放送開始当初の12インチから50インチに大画面化が進んでいる

が、テレビ画面からの視距離は2.3ｍ程度で変化していない。大画面化に伴い、視野角

が増加し臨場感は増している。一方、相対的な視距離が減少するため、画素構造を見

えなくするためには、画素数を増やす必要がある。SHVはサービス開始当初のディスプ

レイサイズとして65インチを想定しており、そのために画素数を7680×4320としてい

る。このレベルの解像度があれば、高画質で視野角を広げることができるため、人間

の視覚として誘導視野まで含めることで没入感を得ることもできる。 

・SHVの特長から利用者に与えられる魅力としては、家庭内の大画面テレビで臨場感のあ

る高画質映像を楽しむことができる、現在のテレビと同サイズ（30～50インチ）でも

HDTVよりはるかに質感の高い映像が楽しめる、グラビア印刷並の動画映像を楽しむこ

とができることなどが挙げられる。 

・SHVのデータの伝送レートとしては、Dual Green方式で24Gbps、４：４：４方式（フル

解像度）で72Gbpsが必要となる。 

【立体テレビ】 

・立体テレビの方式には大きく分けて2眼式、多眼式、体積表示型、及び空間像再生型の

4つがあるが、2眼式は輻輳点と目のピント位置が異なるため目の疲労を誘発する恐れ

があり、放送での採用は考えていない。輻輳、両眼視差、運動視差などの面で一番優

れているのは空間像再生型だが、デバイスへの要求性能は厳しくなる。空間像再生型

に分類されるインテグラル式の立体テレビの場合、必要とされるデータレートは、QVGA

クラス（現在）で79.6Gbps、VGAクラスで318.5Gbps、HDクラスで4837Gbpsと、SHVより

も更に高い伝送レートが必要になる。 

【無線技術への期待】 

・放送番組の制作現場（スポーツ/イベント中継での空撮カメラからの映像伝送や河川や

道路超えの映像伝送など）では、機動性や設営の容易さから無線伝送への期待は高い。

また、画質劣化が少なく伝送遅延の無いリアルタイム伝送が求められるため、非圧縮

伝送が望ましく、必要となる伝送容量は、ハイビジョンで1.5Gbps、SHVでは24Gbps(Dual 

Green方式の場合)、72Gbps(フル解像度の場合)となる。 

・また、テラヘルツ波帯の大容量無線伝送には、家庭内の大画面薄型ディスプレイでSHV

を楽しむ際の配線レスの無線インターフェース（60GHz帯WirelessHDのSHV版のイメー

（テーマ）高精細映像技術のトレンドと無線のニーズ 

（講 師）日本放送協会 放送技術研究所 久保田 啓一 所長 
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ジ）としての用途や、SHVコンテンツを持ち運ぶための超高速コネクタレスダウンロー

ド（TransferJetのSHV版のイメージ）する用途なども期待される。 

・医療関係でも高精細映像のニーズがかなりありそうであり、調査検討を進めてみると

面白い。 

 

質疑応答 

○SHV信号の伝送については、距離が長いと難しいのか。 

→先のことなので何とも言えないが、家庭内での無線LANのような使い方は当面難しいの

ではないか。イメージは、室内でシート型ディスプレイにワイヤレスで信号を送るこ

と。隣の部屋まで送ることは当面は考えていない。 

○シート型ディスプレイをワイヤレスとする理由は何か。大きなディスプレイの移動を想

定してのことか。 

→100インチのディスプレイを移動させることはほとんどないと思う。シート型ディスプ

レイの場合、セットトップボックスは別の場所に置かれることになるので、その間の

ごちゃごちゃとした配線を無くすのが目的である。 

○SHVの将来的な家庭での利用方法を教えてほしい 

→家庭で使う場合、現実的には50～60インチが最大画面になるだろう。視距離は2.3ｍが

基準なので、SHVもまずはそこからスタートし、その先のステップとして、グラビア印

刷並みの動画映像を手にとって楽しめることを目指す。NHKでは4Kの研究はしないのか

と質問されることが多いが、8Kは2次元テレビの最終的な形と考えている（16Kまでは

いかないだろう）。だから、8Kを研究することでいろんな可能性や楽しみ方を探って

いる。 

○SHVのフレームレートはどのくらいか。 

→評価実験を行うと、フレーム周波数が2倍、3倍になると動画質が改善されることはす

ぐにわかる。４倍でもわかる人もいる。だからと言って300Hzが一番よいかというと、

デバイスが難しい。現実的には120Hzがよいだろう。また、インパルス型等ディスプレ

イとの組合せにもよるだろう。 

○利用シーンとしてはどのようなケースが考えられるか。遠隔会議等にも有効ではないか。

遠隔医療では内臓の色が非常にリアルに映っているSHV映像を見たことがある。 

→利用シーンとしては、家庭アプリ、会議、デジタルサイネージ、医療などが考えられ

る。特に医者は非常に興味を持っている。SHVの映像を見ながらウサギの手術の実験が

実施されたケースがあり、次はサルで試されると聞いている。医者は手術の際、2～3

倍に見えるレンズを利用しているとのことだが、視野が狭く、非常に疲れるらしい。

医療分野でのSHVのニーズは高いかもしれない。 
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（４）その他（高速インターフェース技術動向） 

テラヘルツ波帯無線技術が応用を想定する近接無線等と関連が深いと考えられる有線や

無線のインターフェース技術の動向を以下に示す。 

2010年から、有線や無線インターフェースが大きく変わり、数Gbpsクラスの高速仕様が

登場し一般的になるほか、TransferJet（第3章 3-1に概要記載）のようなこれまでにない

インターフェースが登場する。これらにより新たな応用が生まれると見込まれる。 

外部有線インターフェースは高速化では、例えばUSB3.0は現行の10倍の5Gbpsに、

DisplayPortも現行の2倍の5.4Gbpsになる。またDiiVAなど新たなテレビやデジタルAV機器

の映像/音声インターフェース規格も登場してきている。これに伴い、内部転送速度の高速

化への要求も強まると考えられる。PCI Express、Serial ATAなどの高速版の利用が拡大し、

SDメモリカードやUFS（Unix File System:UNIX系列のOS使用のファイルシステム）の転送

速度における高速化の要求が強まる。 

無線インターフェースでは、携帯機器やAV機器で利用する規格（現行のBluetoothや赤外

線通信、無線LAN）が続々と高速化する一方、TransferJetやミリ波通信（WirelessHD）な

ど、新規インターフェースも出現してきている。 

 

○携帯機器周辺では、以下のような動向がある。 

・Bluetoothでは3.0が登場し3Mbpsから54Mbpsへ、赤外線通信ではGiga-IR（第3章 3-3

に概要記載）が登場し4Mbpsから1Gbpsへ高速化する。 

・TransferJetは最大560Mbpsであり、「タッチ」の瞬間に大容量データをやりとりで

きる。 

・ミリ波通信では低価格化が進行している。 

・無線LANでは、スマートフォーンへの搭載が本格化しつつある。 

○AV機器周辺では、以下のような動向がある。 

・ミリ波通信（60GHz帯）のWirelessHDでは3.8Gbpsのスピードで無線版HDMI（高品位

マルチメディア・インターフェース）を実現している。 

・その他のミリ波通信における60GHz帯の無線通信規格であるWiGigやIEEE802.11adな

ども標準化される見込みである。また、高品位映像をワイヤレスで伝送するための技

術であるWHDI（5GHz帯）では1080pを伝送でき、無線LANはIEEE802.11nの利用が始まっ

て来ている。 

 

携帯機器に高速無線が搭載されれば、以下のようなことが期待できる。 

○街頭のKIOSK端末で、わずか数秒でコンテンツをダウンロードするといった用途に使

える。 

○HDMIやUSB3.0などを使い、テレビと携帯電話を接続して利用することも増えそうで

ある。 

○TransferJetなどを活用し、携帯機器同士でのコンテンツのやり取りも容易になる。 

その中でもミリ波帯通信を用いたKIOSKダウンロードへの期待が高い。送受信距離が短く、

パワーアンプの送信出力が低くてもよいため、低消費電力で稼働できる。したがって、送
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受信ICの製造技術では従来の高価なGaAsやSiGe技術からCMOS技術へと転換が図れ、1チップ

化を進めることができる。また、高価な個別アンテナを利用してビームを絞る必要がない

ため、RFトランシーバーICとアンテナ・パッケージを一体化したアンテナ素子も安価にで

きる。このような理由からキラーアプリとして取り上げられている。 

 

２－２ ニーズのまとめ（高速無線がもたらす未来ICT） 

 今後更なる高速無線を必要とする分野として、アクセス・ホームネットワーク、放送素

材伝送分野、さらに、高精細映像分野を取り上げ、それらの動向と将来像を述べてきたが、

ここでは、これらの将来像から導かれる未来ICT像をまとめる。 

FTTHの普及、さらにスマートグリッドなどのグリーン ICTの潮流により、今後、アクセ

スシステム（ビジネス、家庭）の高速化の要求は飛躍的に高まる。現在、日本では、アク

セスネットワークとして GE-PON（光ファイバを用いた公衆回線網で１Gbpsの通信速度を実

現する技術）が普及しているが、今後の高精細映像コンテンツなどのデータ量の増加に対

応するために、XG-PON（光ファイバを用いた公衆回線網で 10Gbpsの通信速度を実現する技

術）,さらには WDM-PON（光ファイバを用いた公衆回線網で 10Gbpsを超える通信速度をもつ

技術）へと進展していく。一方、ホームネットワークにおいても、高精細映像を中心とし

たデータ大容量化に対応するため、光化が必要である。現在、屋内配線を容易にするため、

低コスト化、DIY化を狙ったプラスチック光ファイバ（POF）や曲げに強いホーリーファイ

バ（HF）などが開発されており、実用的なホーム光ネットワークの実現が期待される。こ

のようなネットワーク環境の下、端末と繋がるラストアクセスには、ユーザの利便性から

超高速無線技術の活用が必要であり、セキュリティ確保などを前提にテラヘルツ波の利用

が期待される。 

以上に述べた超高速通信の世界が進展すれば、圧縮技術などによるデータ伝送を行う必

要が無く、すなわち伝送遅延を意識しない大容量データ伝送が可能となり、距離・時間差

を意識せずに空間を共有できるような世界が実現する。また、ストレージ集約効果などに

より、設備利用効率向上、消費電力削減なども期待される。 

 放送事業者の現場では、屋外と局内での利用の可能性について、いずれも、HD品質以上

の高精細映像（４Kなど）や３D映像が扱えること、画質のみでなく、スーパースローカメ

ラなどへの応用が期待されている。また、特に、局内での運用を想定した場合、映像信号

以外の制御信号などを同時伝送できることやカメラから蓄積メディア（ハードディスクや

SSD（半導体記憶素子であるフラッシュメモリを使用した記憶装置）など）への高速データ

転送への期待も大きい。 

 一方で、到達距離の長尺化、モバイルカメラへの適用などは、電波の特性（降雨減衰、

高指向性）の起因を解決するためには技術的なブレークスルーが必要な課題である。また、

周波数の利用方法として、従来のマイクロ波帯と同様に、各放送局に固有の周波数を割当

てることを期待する声もあり、直進性が高いという電波の特性を鑑みて、従来どおりの周

波数帯で分けることが電波資源の有効利用となるか、どのような電波の割当方法がよいか

を検討する必要性が示された。 

データの大容量化の牽引役である高精細画像技術分野では、次のターゲットとして、ス
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ーパーハイビジョン（SHV）の研究開発が進められている。テレビの視距離は2.3ｍ程度で

あると想定した場合、SHVの解像度（画素数：7680×4320）が、ほぼ人間が感じられる上限

であり、高解像度化の技術開発はSHVで一区切りと言える。 

上記のようなSHVは、そのデータ伝送レートが、24Gbps（Dual Green方式）、72Gbps（フ

ル解像度）必要であり、現状の無線技術では非圧縮での転送はできない。放送番組の制作

現場では、機動性、設営の容易さから無線技術への期待が高いことから、テラヘルツ波帯

の大容量伝送の適用が望まれる。また、高精細映像は、放送のみでなく、医療分野での画

像データ転送への展開も期待できる。さらに、家庭内の大画面薄型ディスプレイでSHVを楽

しむ際の配線レスの無線インターフェースや、SHVコンテンツを持ち運ぶための超高速ダウ

ンロード用途などへの適用も期待される。 

一方、映像系のもう一つの流れに、立体（３D）テレビがある。立体テレビは、大きく分

けて、2眼式、多眼式、体積表示型、空間像再生型の４つがあり、現在、映画などでは、２

眼式が採用されているが、特性として一番優れているのは、空間像再生型である。この方

式は、デバイス性能への要求が非常に高く、空間像再生型に分類されるインテグラル式の

場合、必要とされるデータ転送速度は、QVGAクラスで79.6Gbps、VGAクラスでは、318.5Gbps、

HDクラスでは、4837Gbpsと、スーパーハイビジョンよりはるかに高い伝送レートが必要と

なり、このデータ容量の伝送には、有線、無線問わず大きなブレークスル―が必須である。 

なお、現在、３Dテレビとして商品化が進められている方式は２眼式であり、右目、左目

に対応する２つのカメラを利用して撮像し、視聴者がかけるメガネのシャッターと同期し

て映像を送り、立体感を出している。この場合は、左右２つのHDカメラが必要となること

から、通常の2倍、HDクラスでは3Gbps必要となる。60GHz帯無線システムの適用領域内であ

るが、４K、スーパーハイビジョンと高精細化が進むと適用が困難となり、テラヘルツ波帯

へとシフトしていくことが想定される。 

 上記で示された個々のニーズから導かれる未来ICT像（2020年代を想定）を、ホームネッ

トワークを例に、図2-2-1に示す。 

 

スーパーハイビジョン（SHV）放送が始まり、アンテナで受信したSHV信号は、光ホーム

ネットワークによりリビングのセットトップボックスに送られ、そこから、超高速無線に

て高精細ディスプレイに映し出される。家庭での介護が必要な家族がいるケースでは、HD

カメラ、高精細ディスプレイ、医療用センサーが超高速無線アクセスポイント経由で、光

ネットワークに繋がり、公衆網を介して担当医の常駐する病院にリアルタイムで情報が伝

わる仕組みである。この際、プライバシーに配慮したシステム設計が必要となる。 
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図２-２-１ 未来ICT像（ホームネットワーク） 

 

 ２階左の部屋に移り、子供部屋では、公衆網経由でオンデマンド映画鑑賞をしている。

この場合は、公衆網のトラフィック量に依存するが、予め作品を選び、ホームゲートウェ

イ（HGW）にコンテンツデータを蓄積した後に、自由に視聴するということも想定される。

いずれにせよ、超高速無線アクセスポイント経由で、高精細プロジェクターに画像データ

が送られることとなる。ここでは、課金システムとの連動が必要である。 

 最後に２階右の部屋では、在宅勤務として自宅で仕事をしている想定である。パソコン

のOSを含めて、全てのプログラムは、公衆網経由で会社のサーバーから瞬時にダウンロー

ドされ、その後は、パソコン内に閉じた処理を基本とすることにより、セキュリティの高

いリモートオフィス環境が構築される。また、OSやアプリケーションなどの最新版への更

新は、会社内のサーバーにて更新処理を行うだけでよいため、各パソコン間でのバージョ

ンの相違は起こらず、セキュリティ的にも有効である。仕事中に見ることができなかった

テレビ番組などは、サーバーに蓄積しておき、外出時に、携帯型端末に超高速無線を用い

て瞬時に転送し、電車等の移動時に内容の確認を行うことも可能となる。 

 現在、レンタルDVDは、映画１作品あたりDVD２枚（10 GByte ≒80 Gbit程度）である。

単純に10Gbpsの転送速度としても8秒かかり、実際には装置内部でのプロトコル処理やメモ

リとのやり取り等によって、さらに時間がかかることとなる。また、今後の高精細化に伴

い、データ容量は確実に増加することから、以上で述べたアプリケーションをユーザが違

和感無く利用するためには、100 Gbpsオーダーの処理能力が必要となることが想定される。 
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